BIS論壇No. 264「香港からみたB&RI(一帯一路)」中川十郎2018年7月15日
　さる7月11日、香港経済貿易代表部・投資推進室、Standard Chartered Bank関係者によるB&R(一帯一路)セミナーが如水会館で行われた。約300人近くが参加。一帯一路に対する関心の強さが感じられた。日本政府が「一帯一路」やAIIB（アジアインフラ投資銀行）への参加を逡巡し、逆にTPPや「インド太平洋戦略」で中国に対抗する戦略に没頭している隙に、一帯一路構想は、2013年に習近平主席がカザフスタンとインドネシアで構想を打ち出して以来5年間で急速に具体化していることがうかがわれた。広東、香港、マカオの3地域は一帯一路構想を支援。インドネシア（鉱業、石炭燃料プラント）、フィリッピン（農業）、トルコ、ミャンマー（ホテル）などコンサルテイングサービスを積極的に提供中だ。
　B＆R沿線国・地域の経済規模は世界人口の63％、世界GDPと貿易額の30％を占める巨大経済圏である。陸上の高速道路、鉄道、航空、北極海のシルクロード、さらに石油、天然ガスパイプライン、インフラプロジェクト、通信ネットなどインフラで構成されている。中國から中央アジアなどユーラシアを経由し、モスクワ、ロンドンに及ぶ壮大な構想である。21世紀海上シルクロードは湾岸地域のインフラプロジェクトのネットワークにより構成され、南アジアから東アフリカ、地中海に及ぶ。

　B&R64カ国との中国の2014年～2017年の貿易総額は6兆ドルを突破。2017年の64か国への直接投資額は1430億ドルに達した。（2014年は940億ドル）。習政権はB&R構想を中国の経済、政治、外交の最重要政策に位置づけている。

　2017年現在のB&R部門別プロジェクト投資額は電力20％、鉄道19％、道路15％、パイプライン15％、製造・工業団地13％、建設他18％となっている。中國は一帯一路で貿易と金融の強化。中國全土でのバランスのとれた発展の促進。地理的、産業的連結を強化。アジアとユーラシアの陸と海から貿易、金融、物流の強化、あわせ人民元の国際化を志向している。域内諸国のインフラ開発やエネルギー施設の建設で域内諸国の経済成長と生活水準の向上を目指している。中國は域内24カ国・地域と2017年時点で16のFTA、40カ国と協力協定を締結。中國企業は40カ国以上で99の経済協力圏（ECZ）を設立。
2017年のプロジェクト総額は1443億ドル。（中国の対外プロジェクト総額の54.4％）2017年のプロジェクト完成は855億ドル。海外M&Aは962億ドル。47の国有企業が同年5月時点で1676のプロジェクトに関与しているという。
　大規模プロジェクトはパキスタンでのグオダー港と経済特区10億ドル（完成）。石炭鉱業と発電所20億ドル（2019年9月完成予定）、ミャンマー～昆明パイプライン（15億ドル）（完成済み）。中國・ラオス鉄道　60億ドル（2021年6月完成予定）、ジャカルタ～バンドン鉄道60億ドル（2020年10月完成予定）、ケニアのナイロビ～モンバサ鉄道38億ドル（完成済み）など推進中である。だが、スリランカの港湾建設で債務のかたに99年の租借を強行したことに現地で批判も出ている。中國としては今後慎重な対応が望まれる。
　しかし上記のごとくB&Rプロジェクトは着々と進行しつつあり、日本としても積極的に参画することが必須との印象を受けた。（上記数字はStandard Chartered資料を参照）
